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巻頭言巻頭言巻頭言巻頭言巻頭言

高付加価値な情報発信学会をめざして高付加価値な情報発信学会をめざして高付加価値な情報発信学会をめざして高付加価値な情報発信学会をめざして高付加価値な情報発信学会をめざして

法政大学　田中　豊法政大学　田中　豊法政大学　田中　豊法政大学　田中　豊法政大学　田中　豊

GDP (Gross Domestic Product)にならったGNC(Gross National Cool)という言葉がある．
Cool（クール）は「かっこいい」とか「いかす」という意味でよく使われ，GDP(国民総生産)が
国の経済指標であるのに対して，GNCはいわば「国の文化生産力」を表す指標だそうである．放
送，出版，音楽，映画，ゲームなどのコンテンツ産業や，自動車・家電製品などのデザイン産
業，特許や著作権の使用料・技術料などの知的財産などがこの「文化生産力」に関わる部分で
ある．最近の日本はGDP重視の経済大国からGNC大国へと大きくシフトしている，あるいは，シ
フトするべきである，と丸紅経済研究所の杉浦所長は指摘している．映画やアニメーションが
認められ，世界的な賞を受賞したり，知的財産戦略が国の大きな柱の政策になったことからも
明らかである．
最近偶然にも，同時期に3つのホームページのリニューアルや立ち上げ作業にたずさわる機

会があった．本学会のホームページもその1つである．こうした作業の過程で，デザインとコ
ンテンツの重要性を再認識するとともに，常に高付加価値な最新情報を発信することの難しさ
を，身をもって体験している．また学会誌の8月号が電子出版されるようになり，このFPICク
オータリー活動も1つの節目を迎えている．電子出版の学会誌とクオータリーの性格付けを，よ
りはっきりさせなければならないだろう．FPICクオータリーには，速報性が要求されるととも
に，より高い付加価値をともなった情報の加工と発信が求められているのである．
本学会は「油圧・空圧・水圧工学・技術に関する学理・応用の研究について、発表・連絡・

知識の交換・情報の提供等を行うことにより、我国の学術・技術の発展に寄与することを目的
として設立された専門学会」であるから，その活動は学会独自の知的財産を広く発信する役割
を担っており，日本のGNCに寄与していることになる．その寄与度を数字で定量的に表すのは
難しいが，そうした意味でも，FPIC（フルードパワーシステム情報センター）の役割は益々重
要となる．そのためにも，英語版による国際版コンテンツ作成は，次のステップとして早急に
取り組まなければならない課題である．
高付加価値な情報発信学会をめざし，学会の活動形態も大きく変わりつつあることを意識し
ながら，フルードパワーシステムという技術文化を発信するためには，どのような仕掛けとコ
ンテンツが必要かを常に考え，会員の皆様からのご意見やご要望を聞きながら，できるものか
ら実行に移すことが情報ネット管理運営委員会とFPIC情報センターの役目である．情報ネット
管理運営委員会委員長として，あらためて身の引き締まる思いである．

2003年 9月
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小さな電車から降りたら梅雨明けの空が眩しい。猛暑にまだ慣れていない体が驚いている。町
の中央をフェニックス通りが貫いている。大地震の被害を受けた福井市が再興を祈念して命名し
たものだ。
計測自動制御学会 SICE Annual Conference 2003 in Fukui（SICE2003）の会場となった福
井大学は町のはずれで、越前鉄道の西福井駅のすぐそばにある。汗をぬぐいながら歩いてゆく。
講演会場ではエアコンが効いてとても有難い。初日（８月４日）の午後にフルイド・パワー関
連のオーガナイズドセッション FLUCOME-J  SICE2003 が２セッション設けられた。
FLUCOMEとは流体の制御、計測および流れの可視化の意味であり、同名の国際会議が今月下
旬イタリアで開催される。
　講演は英語あるいは日本語でおこなわれ、質問も両方でおこなわれた。講演順に簡単に報告す
る。
　Sanadaは人が立ち上がるとき、空気圧シリンダ駆動の座席がアシストする椅子の駆動部構造
の最適設計について報告した。直動アクチュエータであるシリンダを椅子の内部に設置するとき
ストロークに制限が生じる。椅子のアシスト動作範囲を十分に確保し、かつ必要なアシスト力を
得るのは容易ではない。そこでMATLABを使ったコンピュータ支援によりリンク構造の最適化
をおこなう手法を提案した。
　Itoらは特性パラメータが未知でさらに変動する水圧サーボモータシステムに対するロバスト
速度制御手法を提案している。パラメータの特性値変化に対する特性補償器を設計し、このサブ
システムの安定性をリアプノフ・ライクな関数を用いて保証している。パラメータ変動の大まか
な限界値がわかっていれば設計が可能となるという。
　Takaiwaらは空気圧シリンダを直動アクチュエータとして使ったパラレルリンク機構を持つコ
ンプライアンス提示装置を報告した。半球体の表面上の点に力が加わると、リンク部に設けたセ
ンサで検出したデータを使い作用点と力ベクトルを計算する。半球体の動きは仮想バネのモデル
を用い、加わった力に対して６軸方向の変位とこれによる反力を任意に調整できる。表面をなぞ
ると、例えば球の表面に突起があるように感じさせることができる。
　Hayakawaらはスポンジをシリコン外皮で包んだアクチュエータを試作し、その変位力特性、
動特性および制御性能について報告した。スポンジを単層にしたもの、多層にしたものなど用途
に応じて種々のものができる。多層のほうが同じ内圧のとき変位が大きい。アクチュエータに空
気供給を開始したとき、内部スポンジの密度により変位量や速度が変わる。スポンジの孔を空気
が通過し徐々に変位する特性は、不慮に空気圧が失われたときに安全側に作用する。
　Nukuiらは管内流量を測るピトー管式センサを提案した。通常のピトー管とは異なり、中空円
柱棒の曲面壁に小さな穴を開け、円柱の軸方向を流れに直角に置いて圧力を計測する。一般のピ
トー管は流れに平行に設置し、最前部で流れをせき止めて動圧を計測するが、このピトー管でも
同様に穴を流れてくる方向に向けて動圧を計測することができる。しかし、むしろ、穴をその反
対の剥離渦内に置き、剥離渦部の圧力を計測して流量を求めるほうが指向性が広く埃の影響を受
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けにくい。
　Funakiらは細管を多数平行に並べた層流型流量計の動特性を報告した。層流型流量計は粘性
抵抗における圧力降下を利用して、流量を圧力に代えて計測するため、動特性に優れる圧力セ
ンサを用いれば動的な流量計として利用できる可能性がある。しかし、動的な使用限界は従来
確認されていなかった。特性曲線法を使った流れの動特性解析により十分な動特性があること
を示した後、100Hｚ程度までの動的な計測が可能であることを実験により示した。
　Tahmeenらは建設機械の動作を解析するための数学モデルを提案した。油圧サーボシリンダ
とブーム、アーム２関節で構成されるパワーショベルのリンク機構の動力学モデルを作成し、
相当する特性パラメータを、実機を用いてアーム、ブーム各シリンダの変位と力の計測結果を
モデルに最小２乗法でフィッティングして求めた。このモデルを使えば操作ジョイスティック
の動きとアームの動作との関係が予測でき、実機でもほぼ同様な動きが確認できた。
　Fujishiroらは空気圧アクチュエータをアシスト動力に用いた歩行支援装置について報告し
た。膝関節の伸展を必要に応じて適当なタイミングで補助するもので、アクチュエータのつい
たギブスと歩行者の体重移動を計測するセンサを組み込んだ靴とで構成されている。歩行者の
動作にあわせ必要な空気がアクチュエータに送られる。この歩行支援装置の有用性は、複数の
被験者が使ったとき感じた印象を整理して評価している。
　夕刻になっても熱気は少しも収まらない。電車を降りたとき浴衣姿の若い人々を見た。今夜
は花火が上がるのだ。

会場となった福井大学
（大会ホームページより
転載）
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